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研究成果の概要（和文）：本研究は、2020年より日本の小中学校で順次導入されてきた「主体的・対話的学習」
およびICT活用を行うことに対し、どのような空間的解答がのぞましいか検証するものである。そのために、一
斉授業から個別学習へと大きく教育内容を転換し、ICT を活用している国にフィンランド・オランダを先駆国と
位置づけ、両国の小学校において、行動観察調査を継続的に行った。そして、これらの行動記録をふまえ「主体
的・対話的学習」の導入にあわせ、どのような学習空間計画が要件となるかを検証した。これらの結果は、「北
欧、オランダにおける5つの学校モデルを横断してみる学習空間」として、5つの学習空間モデルの提言とした。

研究成果の概要（英文）：This study examines what kind of spatial answer is desirable for the "
self-directed and interactive learning" and ICT utilization that have been gradually introduced in 
Japanese elementary and junior high schools since 2020. To this end, Finland and the Netherlands are
 positioned as pioneering countries that have significantly shifted educational content from group 
lessons to individual learning and are using ICT, and field surveys were continuously conducted in 
elementary schools in both countries to obtain behavioral observation records. Based on these 
behavioral records, we then examined what kind of learning space planning is required in conjunction
 with the introduction of "self-directed and interactive learning". Some of these results are also 
published in the "New School Creation Seminar 2023" hosted by the Educational Facilities Association
 as the best example for Japan to refer to.

研究分野：建築計画学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
日本では、2020年に指導要領改訂されたことをうけ、「主体的・対話的学習」および学習場面におけるICT活用
の方法の模索が2024年現在も続いている。「主体的・対話的学習」を導入してきた先駆国フィンランドやオラン
ダの学校空間において、現場における行動観察を通して得られた本研究結果は、教室を中心とする学習空間モデ
ルへとまとめられた。これらの結果は、「北欧、オランダにおける5つの学校モデルを横断してみる学習空間」
として、文部科学省の催しにて講演するとともに、文部科学省の「学校施設の質的改善・向上に関するワーキン
ググループ」におけるアイデア提供にも活かされた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 
 2020 年より、日本の小中学校、高等学校において「主体的・対話的学習」の導入が順次が予
定されている。これは「アクティブラーニング=能動的学修」、すなわち「教員による一方向的な
講義形式の教育とは異なり、学修者の能動的な学修への参加を取り入れた教授・学習法の総称」
（文部科学省の「用語集」より）とされる。また上記導入にさきがけ、近年、現場で急速にすす
むのが ICTの導入である。ICTは、「Information and communication technology」の略称であ
り、電子黒板やノートパソコン、iPad などの活用が代表的なイメージであろう。小中学校にお
いて、ICTを活用すると学力テストの成績が上がるとの結果もあり、社会には肯定的に受け入れ
られている。しかし教育現場では、教師達の「どのように ICT を活用したり、主体的・対話的
学習（アクティブラーニング）を実践すればよいか、方法がわからない」との戸惑いの声が多く
きかれる。そこで日本では 2013年に東京都荒川区のいくつかの小学校が実験モデル校として選
定され、ICT活用の方策を検討してきている。 
 他方、一斉授業から個別学習へと大きく教育内容を転換し、ICTを活用している国にフィンラ
ンドやオランダがある。両国とも、もともと教師が黒板の前に立ち、児童が教師に向かって座る、
いわゆる一斉授業の形態が主流であった。しかしオランダは 1960 年代から、フィンランドは
1994年、「教育は未来への投資である」として大きく教育の方針を転換した。さらにフィンラン
ドでは、2010年より「動く学校(FInish Education on the move)」という、アクティブ・ラーニ
ングに、具体的に一歩ふみこんだ教育理念を示し、教育改革を行ってきた。両国ともユニセフが
行っている「先進国における子どもの幸福度」調査（2013年結果発表）において上位 5国に入
っており、子どものための環境作りに力をいれている国でもある。 
 学校建築計画研究の面では、海外事例における ICT 環境をそなえた教室環境についての報告
が行われており、少しずつ実態が明らかになってきている。しかし、「どのように ICTを活用し、
また主体的・対話的学習を促進できるかといった今後の日本に活かすための踏み込んだ議論は
なされておらず、学校建築研究面でもさらなる分析・考察が急務といえる。 
 
 
２．研究の目的 
 
以上のような背景から、本研究の目的は、「主体的・対話的学習」および ICT活用について先駆
的試みを行っている小学校を対象とし、「主体的・対話的学習」および ICT活用上の学習空間計
画の要件を明らかにすることとする。 
 
 
 
３．研究の方法 
 
(1) 事例に関する情報収集、類型化（2013 年 4月〜2018 年 9 月） 
 ① 主にフィンランド、オランダの建築専門誌に掲載されている 
   計 30 事例より学校建築の図面分析 
 ② 各国 15 事例の系統だてた空間類型、基礎情報、空間構成の整理      
(2） 研究結果の整理と 2019 年度の研究的視点の明確化（2018 年 9月〜2019 年 6 月）  
（1）により得られた 30 事例は、2013〜2018 年中に実地視察が完了している。上記計 30 事例を
対象について 
 ① 特徴ある空間・構成体を抽出、類型化、空間要素の整理（結果の一部を下図に示す。）  
 ② ①の結果をふまえ、本調査の視点を決定 
(3) オランダ（2019 年 6 月、9 月）・フィンランド 2020 年 6 月、9月における 15 事例中 6事例
において行動観察調査（2019 年 6 月、9 月） オーストリア・ウィーン（2023 年 11 月） 本申
請者は、2000 年より 18 年にわたり、様々な教育機関の現場で詳細な行動観察記録を採取しなが
ら、研究活動を行ってきた。本研究においても、具体的に以下の調査を行う。 
 ① 調査方法： 行動観察記録、ヒアリング調査（主に教師） 
 ② 調査時間、日数：朝 8:00〜14:00、4 日以上/事例 
 ③ 記録の方法（下図参照）： 1/100 程度の図面上に、5分おきにどこで何をしているか記録 
(4) 調査記録の整理、分析、考察（2020 年 4月〜2024 年 3 月）  
 ここまでの全ての行程をふまえ、2024 年にはフィンランド、オランダ双方の研究結果をまと
め、研究論文を作成、学術論文誌、建築専門誌へ随時投稿・寄稿を行う。 
 
 
 



 
４．研究成果 
 
本研究では、オランダ、フィンランド、ウィーン、日本の事例を比較することで、より日本の教
育現場に活かせる建築計画的要件を明らかにでき、独自性・創造性が高い結果がえられた。 
以下に、本研究で明らかになった学習モデルの一旦を示す。 
 

 

クラスルームを中心に、空間を動き回りながら使う 

フィンランドモデル 

 

様々な学びの場を学びのストリート上に展開する 

オランダ ラーニングストリートモデル 

 

 

クラスルーム、オープンスペース全体に個性ある小さなコーナーを 

オランダ スモールワークスペースモデル 
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